






















要 約:目的設定型アプローチによる母子保健計画策定の手順について解説した。この手法

では,保健部局以外の職員や関係機関,当事者である母親をはじめとする住民を巻き込んで,

目的の共有化も図られやすく,評価の指標も明確にできるため,計画策定後の計画の推進を

も容易にするものである。また,今後の母子保健計画のローリングにも有用な手法と考え

られる。


